
円の中心が通ったところは，図１の太

線のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２のように同じ長さになる部分に

分けて考えると 

Ａは正方形の１辺の長さから１ｃｍ

短くなるので５ｃｍ 

Ｂは正方形の１辺の長さと等しいの

で６ｃｍ 

Ｃは正方形の１辺の長さの３倍なの

で１８ｃｍ 

Ｄは半径が１ｃｍの円の周の長さの

４分の１になるので 

 （直径）×（円周率）÷４ 

＝２×３.１４÷４ 

＝１.５７（ｃｍ） 

 

全ての合計を求めると 

Ａ×４＋Ｂ×３＋Ｃ＋Ｄ×６ 

＝５×４＋６×３＋１８＋１.５７×６ 

＝２０＋１８＋１８＋９.４２ 

＝６５.４２ 

 

答え ６５.４２ｃｍ 

 

「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１９」本選解答                                                             

 

                                                             

 

（１） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１】 

＜図２＞ 

＜図１＞ 

問題１０ 



円が通った部分は，図３の色を付
つ

けた

部分のようになります。 

 

 

 

 

 

図４のように合同な図形に分けて考え

ると 

Ａは縦
たて

２ｃｍ，横４ｃｍの長方形 

なので，面積は２×４＝８（ｃｍ２） 

Ｂは縦２ｃｍ，横６ｃｍの長方形 

なので，面積は２×６＝１２（ｃｍ２） 

Ｃは縦２ｃｍ，横１８ｃｍの長方形 

なので，面積は２×１８＝３６（ｃｍ２） 

Ｄは半径が２ｃｍの円の面積の４分の

１なので 

（半径）×（半径）×（円周率）÷４ 

＝２×２×３.１４÷４ 

＝３.１４（ｃｍ２） 

 Ｅは，図５のように考えると，１辺が１

ｃｍの正方形３つと，半径１ｃｍの 

円の面積の４分の１の合計だから 

 １×１×３＋１×１×３.１４÷４ 

＝３＋０.７８５＝３.７８５（ｃｍ２） 

 

全ての合計を求めると 

Ａ×４＋Ｂ×３＋Ｃ＋Ｄ×６＋Ｅ×２ 

＝８×４＋１２×３＋３６ 

＋３.１４×６＋３.７８５×２ 

＝３２＋３６＋３６ 

＋１８.８４＋７.５７ 

＝１３０.４１ 

 

答え １３０.４１ｃｍ２ 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図４＞ 

＜図５＞ 
Ｅの拡大図 

＜図３＞ 


